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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期

第２四半期連結
累計期間

第106期
第２四半期連結

累計期間
第105期

会計期間

自2018年
　12月１日
至2019年
　５月31日

自2019年
　12月１日
至2020年
　５月31日

自2018年
　12月１日
至2019年
　11月30日

売上高 （千円） 2,755,568 2,455,182 5,741,928

経常利益 （千円） 144,604 5,970 268,025

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 109,362 △3,153 198,948

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 115,552 △92,643 308,162

純資産額 （千円） 2,260,012 2,335,000 2,452,584

総資産額 （千円） 7,116,229 7,536,187 7,851,013

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 109.80 △3.17 199.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.76 30.98 31.24

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 175,432 206,950 318,015

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △63,845 △122,407 △199,307

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 17,490 170,421 46,620

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,677,710 1,968,952 1,714,005

 

回次
第105期

第２四半期連結
会計期間

第106期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2019年
　３月１日
至2019年
　５月31日

自2020年
　３月１日
至2020年
　５月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） 42.82 △15.93

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　記載しておりません。

 　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第106期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．第105期、第105期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載い

たしました「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

　なお、2020年１月より顕在化した新型コロナウイルスの感染は世界各国に拡大しております。そのため、取引先に

おいて生産量の減少等が発生しており、当社グループの経営成績及び財政状態に悪影響を及ぼしてきておりますが、

現時点において、その影響を合理的に予測することは困難な状況にあります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の分析）

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米中間の貿易摩擦問題、中国や新興国経済の停滞による海外

需要の悪化から全体的に低調に推移しました。さらに新型コロナウイルスの感染拡大とその対策により世界経済は大

きく減速し、収束の見通しもつかない事から先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高につきましては、2019年後半の台風・大

雨等自然災害による取引先の生産活動への影響が長期化したことに加え、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い世界

的にヒト・モノの移動に影響が生じたため、取引先が生産量を減少させたことなどから売上高2,455百万円（前年同

期比10.9％減）となりました。利益につきましては、売上高減少に加え、減価償却費や人件費などの経費の増加によ

り経常利益5百万円（前年同期比95.9％減）となり、法人税等により親会社株主に帰属する四半期純損失3百万円（前

年同期親会社株主に帰属する四半期純利益109百万円）となりました。

　なお、当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略してお

ります。

 

（財政状態の分析）

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が254百万円増加し、受取手形及び売掛金が458百万円減少したこ

と等により、7,536百万円（前連結会計年度末比314百万円減）となりました。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ支払手形及び買掛金が218百万円減少したこと等により、5,201百万円（前連結会

計年度末比197百万円減）となりました。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べその他有価証券評価差額金が88百万円が減少したこと等により2,335百万円

（前連結会計年度末比117百万円減）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,968百万円（前年同期

末残高1,677百万円）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は206百万円（前年同期は175百万円の増加）となりました。これは主に売上債権の減少

額458百万円、仕入債務の減少額218百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は122百万円（前年同期は63百万円の減少）となりました。これは主に生産設備の維持

更新のための有形固定資産の取得による支出122百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は170百万円（前年同期は17百万円の増加）となりました。これは主に長期借入れによ

る収入350百万円、長期借入金の返済による支出246百万円、短期借入金の純増額100百万円等によるものでありま

す。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は137百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、研究開発による新製品は、次のとおりであります。

・低温硬化型高耐候性粉体塗料「ポーセラック3600」

 

（５）資本の財源及び資金の流動性

　運転資金需要の主なものは、原材料・部品等の購入費用、製造経費、研究開発費、販売費及び一般管理費等の営業

費用であります。投資を目的とした資金需要は、設備投資等であります。

　当社グループは、事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としております。

短期運転資金は金融機関からの短期借入を、設備投資や長期運転資金の調達につきましては金融機関からの長期借入

れを基本としております。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,000,000 1,000,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 1,000,000 1,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
　（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年３月１日～

2020年５月31日
－ 1,000,000 － 500,000 － 41,095
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（５）【大株主の状況】

  2020年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

川上塗料共栄会 ※ 兵庫県尼崎市塚口本町２－41－１ 80 8.03

三井物産㈱ 東京都千代田区丸の内１－１－３ 60 6.03

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（三井住友信託銀行

再信託分・三井化学㈱退職給

付信託口）

東京都中央区晴海１－８－１１ 57 5.72

㈱SBI証券 東京都港区六本木１－６－１ 45 4.57

上中商事㈱
京都府京都市下京区室町通五条上る坂東屋町

２６６ロイヤル室町２０３
36 3.69

畠山　美苗 富山県富山市 26 2.65

みずほ信託銀行㈱ 東京都中央区八重洲１－２－１ 26 2.61

住友生命保険(相) 東京都中央区築地７－18－24 22 2.26

川上塗料従業員持株会 兵庫県尼崎市塚口本町２－41－１ 22 2.24

ホライズン１号投資事業有限

責任組合

京都府京都市東山区大仏南門通大和大路東入

３丁目下ル本瓦町６６０－６
17 1.80

計 － 394 39.60

　（注）１．※は当社の取引先持株会であります。

２．所有株式数は千株未満を切り捨てて記載しております。

３．三井物産株式会社は、2020年５月13日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書にお

いて、本店所在地が東京都千代田区大手町一丁目２－１に住所変更しておりますが、上記大株主の状況

は、当第２四半期会計期間末現在の株主名簿に基づいて記載しております。

４．2020年６月30日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書に係る訂正報告書におい

て、ホライズン株式会社及び上中商事株式会社が2020年３月９日現在で以下の株式をそれぞれ保有して

いる旨が記載されているものの、当社として2020年５月31日現在における実質所有株式数の確認ができ

ませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　なお、大量保有報告書の内容は以下の通りであります。

氏名又は名称 住所

保有株券等の

数

(千株)

株券等保有割合

(％)

ホライズン株式会社
京都府京都市東山区大仏南門通大和大路東

入三丁目下ル本瓦町６６０番地の６
28 2.83

上中商事株式会社
京都府京都市下京区室町通五条上る坂東屋

町２６６ロイヤルハイツ室町２０３号
73 7.31
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年５月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） (普通株式) 6,000 － －

完全議決権株式（その他） (普通株式) 989,800 9,898 －

単元未満株式 (普通株式) 4,200 － －

発行済株式総数  1,000,000 － －

総株主の議決権  － 9,898 －

 

 

②【自己株式等】

    2020年５月31日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数（株）

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

川上塗料㈱
兵庫県尼崎市塚口本町

２－41－１
3,100 － 3,100 0.31

㈱友進商会
大阪府守口市大庭町２

－８－24
－ 2,900 2,900 0.29

計 － 3,100 2,900 6,000 0.60

(注)　㈱友進商会は当社の取引先持株会である川上塗料共栄会（兵庫県尼崎市塚口本町２－41－１）の会員

であり、川上塗料共栄会名義で所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020

年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年12月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,714,005 1,968,952

受取手形及び売掛金 ※２ 2,497,291 ※２ 2,038,779

商品及び製品 785,770 832,077

仕掛品 41,196 26,399

原材料及び貯蔵品 258,473 272,591

その他 40,261 35,289

流動資産合計 5,336,998 5,174,089

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 340,756 369,140

機械装置及び運搬具（純額） 297,690 280,064

土地 711,282 757,697

その他（純額） 219,220 107,820

有形固定資産合計 1,568,950 1,514,722

無形固定資産 3,719 3,255

投資その他の資産   

投資有価証券 808,710 680,020

その他 132,635 164,098

投資その他の資産合計 941,345 844,119

固定資産合計 2,514,014 2,362,098

資産合計 7,851,013 7,536,187
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 1,887,854 ※２ 1,669,746

短期借入金 1,204,623 1,308,655

未払法人税等 38,601 10,143

その他 ※２ 467,479 ※２ 295,655

流動負債合計 3,598,558 3,284,200

固定負債   

長期借入金 812,895 912,254

役員退職慰労引当金 81,770 －

退職給付に係る負債 765,656 772,409

その他 139,548 232,323

固定負債合計 1,799,870 1,916,986

負債合計 5,398,428 5,201,187

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 41,095 41,095

利益剰余金 1,547,215 1,519,140

自己株式 △8,277 △8,296

株主資本合計 2,080,033 2,051,938

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 410,026 321,473

退職給付に係る調整累計額 △37,475 △38,412

その他の包括利益累計額合計 372,551 283,061

純資産合計 2,452,584 2,335,000

負債純資産合計 7,851,013 7,536,187
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年12月１日
　至　2019年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年５月31日)

売上高 2,755,568 2,455,182

売上原価 2,217,637 2,039,836

売上総利益 537,931 415,345

販売費及び一般管理費 ※ 432,556 ※ 439,394

営業利益又は営業損失（△） 105,375 △24,048

営業外収益   

受取利息 10 14

受取配当金 10,308 11,449

持分法による投資利益 1,010 －

技術権利料 10,563 7,582

受取保険金 22,256 19,875

その他 2,018 2,305

営業外収益合計 46,168 41,227

営業外費用   

支払利息 4,815 4,748

持分法による投資損失 － 6,271

その他 2,122 188

営業外費用合計 6,938 11,208

経常利益 144,604 5,970

税金等調整前四半期純利益 144,604 5,970

法人税、住民税及び事業税 36,096 6,299

法人税等調整額 △853 2,824

法人税等合計 35,242 9,124

四半期純利益又は四半期純損失（△） 109,362 △3,153

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
109,362 △3,153
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年12月１日
　至　2019年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 109,362 △3,153

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,227 △88,553

退職給付に係る調整額 963 △936

その他の包括利益合計 6,190 △89,489

四半期包括利益 115,552 △92,643

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115,552 △92,643

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年12月１日
　至　2019年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 144,604 5,970

減価償却費 62,286 68,128

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,935 5,402

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,315 △81,770

受取利息及び受取配当金 △10,319 △11,463

支払利息 4,815 4,748

受取保険金 △22,256 △19,875

為替差損益（△は益） 369 22

持分法による投資損益（△は益） △1,010 6,271

売上債権の増減額（△は増加） 241,507 458,511

たな卸資産の増減額（△は増加） △38,120 △45,628

仕入債務の増減額（△は減少） △149,709 △218,107

その他 △24,238 40,529

小計 194,677 212,739

利息及び配当金の受取額 10,319 11,463

利息の支払額 △4,837 △4,662

法人税等の支払額 △46,983 △32,466

保険金の受取額 22,256 19,875

営業活動によるキャッシュ・フロー 175,432 206,950

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △63,811 △122,373

投資有価証券の取得による支出 △180 △179

その他 146 146

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,845 △122,407

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 40,000 100,000

長期借入れによる収入 250,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △239,718 △246,609

リース債務の返済による支出 △8,021 △8,021

配当金の支払額 △24,743 △24,948

その他 △26 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,490 170,421

現金及び現金同等物に係る換算差額 △363 △18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 128,714 254,946

現金及び現金同等物の期首残高 1,548,996 1,714,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,677,710 ※ 1,968,952
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【注記事項】

（追加情報）

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は、2020年１月14日開催の取締役会において、2020年２月21日開催の定時株主総会終結時をもって、役員

退職慰労金制度を廃止することを決議いたしました。また、同株主総会において役員退職慰労金の打切り支給に

ついて承認可決されました。

　これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打切り支給額の未払分99,633千円を、「長期未払金」と

して固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルスの感染拡大による影響は、現在も継続しており、当該影響を予測することは困難であると

判断しておりますが、2020年11月期の一定期間に渡り当該影響が継続するとの仮定のもと、繰延税金資産の回収

可能性等の会計上の見積りを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

　三井物産ケミカル㈱の売掛債権に対する保証額であります。

 
前連結会計年度

（2019年11月30日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年５月31日）

 28,610千円 19,516千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年11月30日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年５月31日）

受取手形 190,426千円 160,259千円

支払手形 206,435 228,945

流動負債　その他（設備支払手形） 5,884 1,967

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2018年12月１日
　　至 2019年５月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年12月１日

　　至 2020年５月31日）

従業員給料及び手当 118,308千円 116,302千円

運賃及び荷造費 66,540 71,383

退職給付費用 11,518 10,260

役員退職慰労引当金繰入額 7,161 17,863

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年12月１日
至 2019年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年12月１日
至 2020年５月31日）

現金及び預金 1,677,710千円 1,968,952千円

現金及び現金同等物 1,677,710 1,968,952
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年５月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 2019年２月22日

定時株主総会
普通株式 24,922 25 2018年11月30日 2019年２月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年12月１日　至　2020年５月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 2020年２月21日

定時株主総会
普通株式 24,921 25 2019年11月30日 2020年２月25日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年５月31日）

　当社グループは塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年12月１日　至　2020年５月31日）

　当社グループは塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年12月１日
至　2019年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年12月１日
至　2020年５月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）
109円80銭 △3円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

109,362 △3,153

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益又は親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）

109,362 △3,153

普通株式の期中平均株式数（株） 996,018 995,974

　（注）１．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

川上塗料株式会社(E00896)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年７月15日

川上塗料株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 許 　　仁 九　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平 塚 　博 路　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川上塗料株式会

社の2019年12月１日から2020年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020年５月

31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年12月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川上塗料株式会社及び連結子会社の2020年５月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の2019年11月30日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2019年７月12日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2020年２月21日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

川上塗料株式会社(E00896)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

